
北陸情報通信協議会定期総会 特別講演「サスティナブルからリジェネラティブへ」を開催
--- 地域におけるICT活用の新しい方向性 ---

問い合わせ先：情報通信部電気通信事業課 ０７６－２３３－４４2０

総務省北陸総合通信局は４月２４日、北陸情報通信協議会との共催で「北陸
情報通信協議会定期総会特別講演」を金沢東急ホテルで開催しました。

本講演は早稲田大学大学院アジア太平洋研究科の三友仁志教授が、「サス
ティナブルからリジェネラティブへ--- 地域におけるＩＣＴ活用の新しい方向
性 ---」との演題で講演し、北陸情報通信協議会会員を中心に１１０人が参加
しました。

講演会会場の様子

講演で三友氏は、まず従来の持
続可能性の考え方が、環境の損害
を減らすことを目的とするのに対
し、「リジェネラティブのアプ
ローチは、生態系を活性化し、環
境を再生させることを目指すこと
である」とし、そしてそれは、持
続可能な社会の実現に向けて重要
な考え方の一つであると説明しま
した。

また、「地域課題の解決」という地域社会におけるＩＣＴの利活用における従来の
目標から次の段階として、「地域の新たな価値の創生」を目指すべきであることを強
調しました。

さらに、 「地域の新たな価値の創生」のためには、断片的なモデルから全体整合的
モデルへの移行を目指し、「競合」から「協合」することで、「地域の健全性をデザ
インする全体モデルを構築することが重要」としました。

三友氏が総務省等において参加している通信及び放送関連諸会議において展開され
ている議論についても触れながら、講演を締めくくりました。

本講演会を通じて、地域が抱える課題に対して、ＩＣＴを利活用する意義について
理解を深めることができました。


